
シリーズ 

1.3m/秒 

2.5m/秒 

骨材 
なし 

中間部のシートは、軽くて柔軟なカーテン構造ですので、 
万一の衝突があっても少ない衝撃で済みます。 

※安全にご使用いただくために 

　「ご使用上の注意」をよくお読 

　みください。 

障害物 
検　知 

シート下降時は検知装置が 
働き、障害物がある場合に 
は自動的に停止・上昇し、 
安全性を確保します。 

シャフト 
内蔵型 
開閉機 

0.75kw開閉機には機械ケースの張り出しがない 
巻取りシャフト内蔵型を採用し、省スペースと意匠性の 
向上を実現しました。 

●0.75kw開閉機の場合には単相100Vの電源での設置が可能です。 
 

耐久性 
アップ 

スロースタート＆ストップで開閉機 
の負荷を軽減し、耐久性50万回 
開閉を実現しました。 

ボトム部にたわみや浮き上がりを防ぐ骨材 
とウエイトを入れ、より気密性を高めました。 
またウレタンパイ 
プやウエイトゴム 
を使用することで 
安全性にも配慮 
しました。 

ボトムの 
気密性  
安 全性 

骨材 

ウエイト 

ウエイトゴム 

ウレタンパイプ 

ボトムシート 

シートシャッターとして最速※の、開放2.5ｍ/秒の超高速化を実現。 
よりスピーディに作業の効率化を推進すると同時に、車輌などが 
衝突する危険が少なくなりました。シート端部にローラーを採用し、 
抜け出し防止と走行性も向上しています。 

※2004年6月現在（当社調べによる） 

▲衝突時にはシートが外れて破損を回避 
　　　　　　　　　＜ブレークアウェイ＞ 

▲そのまま自動で巻き上がり ▲上限まで巻き上がると ▲自動的に復帰＜オートリセット＞ 

ブレーク 
アウェイ 

万一の衝突時にはレールからシートが外れて衝撃を吸収し、 
損害を最小限に抑えます。 

外れたシートは、1度巻き上げるだけで 
自動的にレールの軌道に戻ります。 
※衝突でシートがロックされるような場合には運転を停止します。その際は制御盤のエラー解除 
    ボタンを押し、手動モードでシートを上限まで上げればシートはレールの軌道に戻ります。 

正  圧 

負  圧 

通気量 q〔m3/h･m2〕 

29.23

44.38

■気密性能データ 
圧力差10Paの場合の通気量 

※社内試験データによる ▲レール溝幅が小さい。 

シート 

レール 

▲シールで隙間ふさぎ。 

シート 

シール材 

シート中間部の骨材をなくし、シートとレールの隙間、ケース内の
のみ込み口（まぐさ） 
の隙間を極力抑えて、 
飛躍的な気密性の向 
上を実現しています。 


